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Description シンポジウム



・ ン ンボジゥム 

地域イノベーションシステムにおけるハイテクベンチャ 一の役割 
一 欧米クラスタ 一成功要素から 見 た日本の地域産業集積への 提言一 

前田 昇 ( 高知工科大学大学院起業家コース 教授 ) 

1. 日本産業のパラダイムチェンジ 

キャッチアップモデル (Howtoimprove?) から 

次のナショナル・ ィ / ベーションモデルへの 模索 

2, 大企業を襲 う イノベーションのジレンマ 

石垣理論 : 大企業とハイテクベンチャ 一の競争を通じた Win-Win 連携が産 

業構造変革を 促進する 

3.  日本ベンチャ 一の問題点 

ハイテクベンチャ 一の苗床 ( 大学、 国研、 大企業の博士 達 ) の 

モ ビリティ欠如をどうするか 

4. 失われた 10 年は、 無駄ではなかった 

スピンオフ・ベンチャ 一群の台頭と、 若手工ンジニアの モ ビリティ促進 

5. 日本の強さを 生かすナショナル・ビジネ、 スモデル 

デバイス技術を 生かした E 一 ビジネ 、 ス への展開をめざす 

ファイブ・サークル・モデル 

6, 欧米クラスタ 一の成功要素 

10 大成功要素を 促進する IPO を伴 う ハイテクベンチャーが 核 

7 、 地域産業集積の 自己評価指標の 提言 

その地域で、 過去 5 年に何が進み、 次の 5 年で何をどこまで 進めるかの 

指標に よ る自己評価 

8. 日本地域産業集積を " 有精卵 " にするために 

大企業や大学の 博士クラスエンジニアのスピンオフ・ベンチャーを 

ど う 誘導し、 創出し、 活用するか 
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約 8 ㏄年にわたる 工業化社会の 最終成熟期において、 世界が注目するキャッチアップモデルというナショ 

ナルイノベーションシステムを 打ち立てた日本の 産業が、 今変革を求めて 苦しんでいる。 日本産業は、 戦後 

の 追いつき追い 越せモデルからのパラダイムチェンジを 求められている。 

ハーバード大学のマイケル・ポーター 教授は、 従来のオペレーション・インプループ 型の戦略しか 取れな 

い 日本には将来はない、 とまで言い切っている。 同大学のクリステンセン 教授は、 著書「イノベーションの 

ジレンマ」で 大企業に破壊的なイノベーションを 求めるのは無理であ り、 過去の事例を 見るとほとんどは べ 

ンチャ一企業が 創出している、 と言い切っている。 ドラッガ 一 教授が、 大企業こそイノベーションが 必要で 

あ り、 またそれが可能であ ると「イノベーションと 企業家精神」で 説いて久しいが、 現実には欧米も 含め太 

企業は更なる 効率向上を求めて 人員削減に躍起であ る。 

この日本の閉塞感を 打ち破る鍵は、 大企業とべンチャ 一企業の競争と 連携から来るイノベーションにあ る 

と考える。 大企業こそが 日本産業の柱であ り、 その活力なくして 日本産業再生はあ りえない。 しかしながら、 

多くの大企業が 必然的に持つ 弱さを、 下請けではない 横並びの関係で 競争・連携のできる 世界的技術を 持っ 

べンチャ一企業が、 大企業とそれぞれの 強さと弱さを 補完しあ ぅ 形で、 イノベーションが 進み、 産業構造が 

変革されると 考える。 これはシュンペータのい う 新結合のひとつであ る。 ベンチヤ一の 持つ柔軟な発想と 集 

中 力 、 リスクを覚悟のチャレンジカ、 大企業の持っ 大量生産・販売・ 管理力 め 新結合が、 日本に必要な 新た 

な 価値を生む。 

現在の日本の 強さは製造業の 薄型ディスプレイ、 小型高性能スト 一リッジ、 システム LS I 等のデバイス 

産業であ り、 これを生かした 情報サービス 産業や E- ビジネスを確立することで、 日本産業の世界への 差別化 

が可能であ る。 この領域は、 まさにべンチャ 一の強さと大企業の 強さを生かす 分野であ る。 ところが、 戦後 

の キャッチアップモデルにおいては、 ハイテクベンチャ 一の必要性は 無く 、 現にソニー、 ホンダ、 京セラ等 

の戦後生まれのべンチャーを 除いてこの 20 ～ 30 年間、 日本をリードするようなハイテクベンチャーは 生ま 

れてこなかった。 このままでは、 日本の将来は 暗い。 これを打破しょうとべンチャー 育成論が盛んであ るが 

中小企業対策との 差も少なく、 その成果はごく 少ない。 

ところが、 バブル後 び 失われた 10 年の陰で大企業の 世界的技術を 持つエリートエンジニア 達が群をなし 

て起業 し、 5 ～ 10 年で I PO  ( 株式公開 ) を達成し、 大企業と連携し 大企業を引っ 張りはじめた ( 表 lL 。 こ 

れを私は「スピンオフ 革命」と名づけた。 彼らは、 世界的な技術を 持ち、 世界に技術やビジネスの 友人が多 

く、 海外経験豊かで、 起業初期からグローバル な 視野と構想で 事業を起こしている。 I PO 志向が強く 、 そ 

の 創業者の ヵ リスマ 性と 技術の革新性、 売り上げの急上昇 力 が多くの保守的だった 若者をひきつけている。 

一流大学の工学博士や 医学博士が、 一流企業の若手工ンジニアがこれら 躍進ベンチャ 一企業に入りだした。 

彼らもあ と数年でまたスピンオフして、 日本の拡大起業モデルのプラットフォームを 生みだすであ ろう。 こ 

のスピンオフ 革命は東京だけではなく、 札幌、 浜松、 横浜、 京都、 神戸、 大阪、 熊本と各地に 生まれだした。 

日本各地の産業集積地は、 インキュベーション 施設の増設、 産学コーディネータ 一の増強、 ネットワーキ 

ングの強化等多くの 改良が加えられて 今後伸びるような 雰囲気にあ るが、 その核として 博 モクラスの世界的 

な 技術を持った 人達が起業しない 限り、 世界的競争力のあ るビジネスは 生まれない。 世界的競争力の 無いハ 

イテク産業は 存在し得ない。 各地のクラスターは、 これらのスピンオフベンチャーを 育てて取り込み、 その 
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核 に据える必要があ る。 さもないとクラスターは 無精卵を過保護に 温めることになってしまう。 

欧米のクラスターを 現地調査して 抽出した地域産業集積の 成功要素を、 日本各地のクラスター 候補に当て 

はめてみると、 その現状と将来の 展望が浮き彫りになってくる。 5 年前はこれらの 成功要素はどうであ った 

か、 5 年後はどうすべきか、 等 各地の自己評価に 使える。 ( 表 2, 3 で、 これは別途ホットイシュ 一で科学技 

術 事業団の研究メンバー と 発表 ) 

博士クラスの 高度技術者のモービリティをどう 加速させるかが、 日本各地のクラスター 育成を成功させる 

残された鍵であ る。 躍進する大企業スピンオフベンチャーと、 そこへ動き始めた 若手工ンジニアがその ヒ 

ント であ る。 

* :D>O 済み 

表 1 

" 失われた ]0 年 " と 言われる間に ，各地に 

スピンオフ・ベンチャ   の 創出 
1999 年から土塀ラッシュ・ 一部 上均 年商 500 億円超も。 

半 群体、 柏 宙 機器時の IT チ バイス や億報 ・近信システム 系 や バイオ系が中心 

  * メガ チソ プス ( リコ づ 
  * メガフュージョンリコ づ 
  * サイン ( 東芝 ) 

  
  * フューチャーシステム (T 尺 C) 

  *  鷹山 ( コンサルタント ) 

  * リアルビジョン (NEC) 

  * サィ ボウズ ( 松下色 ェ ) 

  ニューコアテクノロジー ( インテル ) 

  オ フ トウエアⅡ ソ ニづ   

  アルファエレクトロニクス (TDK)   インクス ( 三井金 は ) 

  アクセル ( 新日鉄 )   ラティス・テクノロジⅡ リコづ 

  ノース ( ソニ づ   ピ ウセラ ( 東芝 ) 

    ザクセル ( ソニ づ 
  トランスジェニック ( シキポゥ ライフテク ) 

  ユーコム ( ソニ づ                           
  ボールセミコンダク 匁 TI) 

  

世界のビジネスを 熟知した ェ l 一 トエンジニア。 早い lpo 。 珪 初からグロー 

バル 。 大全文 と 連携。 0 世界的 技 
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表 - 2 

  

  俺掛柄才蕉あ "" 姉 吋 ' 偽 較 ㏄ 珂俺召朋痩 ㌔   

  描拮   甘     しで， 珪 

  苗 。 ' 
          

          

媚 1 ぺ : ⑨ lo 温 Q7 点 A4 束 x:(M 六 

% 訂 Ⅱ l : ⑨ 8 束 Q5 尺八名 点 x:o 点   ス相 @ 
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表 3 

          ズ       ノ，も         』 :         。 ヰ ' 

臆 Ⅰ づ : ⑨ wo 温 07 点 ム 4 氏 X:0 点 

祝節 4n] : ⑥ 8 点 Q5 点ム 2 点 x り点   。 市田臭 

く完ノ 
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